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添付資料-８ 社会経済調査結果 
 

1. 調査手法 
コナクリ市における水消費量や使用水源等についての水利用実態と水道に対する満足
度や信頼度等についての住民意識を調査するため、調査員が各家庭を訪問し、アンケー
トによるインタビュー調査を行った。調査範囲がコナクリ市全域にわたるため、「コナ
クリ市給水マスタープラン（1996 年）」による 8つの計画配水区域を Aa～H とし、各配
水区から 10 世帯を抽出し、計 80世帯を対象に調査を行った。 
 

 
調査を行った 8つの計画配水区域 

 
調査は、調査員 4名を 2グループに分け、各グループが 4つの配水区を担当するように
して実施した。調査前に準備したガイドラインをもとに調査員に本調査の目的、方法等
について説明した。 
 
各配水区における調査世帯の抽出は給水形態で分類した(a)～(d)の 4 グループから均
等にするように行った。水需要の増加に伴い配水が行われなくなった C（サンバヤ）配
水区、H（シメントリー）配水区、及び SEG が将来、配水を計画している E（カグブラ
ン）配水区については、水道水を利用しない/できない世帯（(e)グループ）として水利
用実態調査を行った。 
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2. 調査世帯の概要 
調査対象世帯に、給水形態、世帯人員数、最近支払った水道料金や使用水量等の一般的
な質問をした。より正確な水道料金支払額や使用水量を得るために、SEG からの請求書
を所持している世帯に対しては提示を求めた。調査対象の給水形態をまとめると下表に
示すようになり、実施した調査は水使用形態に偏りがないといえる。 
 

各給水形態の調査世帯数 
 

給水形態（世帯） A B C D E F G H 全体
(a) 戸別給水世帯 3 3 0 3 0 4 3 0 16
(b) 支払代表者 2 2 0 2 0 2 2 0 10
(c) 

ヤードタップ 
利用世帯 支払代表者でない 2 2 0 2 0 1 2 0 9

(d) 共同水栓利用世帯 3 3 9 3 0 3 3 4 28
(e) 水道水を利用しない/できない世帯 0 0 1 0 10 0 0 6 17
調査対象世帯全体 10 10 10 10 10 10 10 10 80
 
C（サンバヤ）配水区で、調査対象に共同水栓利用世帯が多い理由は、本調査区域は 2000
年 10 月頃から給水が行われていないためである。こうした状況下で調査した 10 世帯は
生活用水として井戸水/河川水とともに、配水本管に接続された共同水栓、近隣地区の
共同水栓等から得られる水道水を利用している。ちなみに共同水栓の使用料は 50GNF/�
とのことである。調査員の聞き取りによると、住民は一日も早く水が供給されることを
期待しているとのことである。 
 
E（カグブラン）配水区で調査した世帯はすべて、水道水を利用しない/できない世帯と
なっているが、この配水区は SEG が給水を計画している地域である。H（シンメトリー）
配水区は、SEG が給水を計画している配水区であり、既にシメントリー配水池やディエ
イ・シメントリー配水池の建設は完成しているが、水道施設の整備が追いつかないこと
による水量不足により給水は行われていない。 
 
各給水形態に応じた調査世帯の平均人員数、SEG からの請求額、および水道使用に対す
る支払額をまとめると下表のようになる。今回の調査で、平均収入は 271,724GNF/世帯
となり、ヤードタップ利用世帯の平均世帯数は 3.6 世帯、平均人員数は 19.5 人との結
果を得た。ここで、興味深いこととして、ヤードタップ利用世帯の支払代表世帯の支払
い金額（3,211 GNF/世帯；356 GNF/人）は、支払代表でない世帯（3,788 GNF/世帯；645 
GNF/人）と比較して少ないことが挙げられる。この理由として推測できることは、ヤー
ドタップ利用世帯は話し合いにより各世帯の負担額を決定する際、給水管の設置申請等
による支払いを行った代表世帯の負担が軽くなるような働きがあったことが挙げられ
る。ちなみに給水栓の設置を申請する場合に必要な初期投資額は 50,000GNF であるが、
配水本管より 30m 以上の場合は 10.2GNF/m の追加料金を支払うことになっている。 
 

給水形態に応じた世帯情報 
 

給水形態 
平均世帯人員数
（人） 

SEG からの請求
額（GNF） 

支払金額
(GNF) 

(a) 戸別給水世帯 10.2 8,954 ― 
(b) 支払代表世帯 9.0 3,211 
(c) 

ヤードタップ 
利用世帯 支払代表でない世帯 

7.4 
5.7 

9,350 
3,788 

(d) 共同水栓利用世帯  8.9 ― ― 
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給水形態 
平均世帯人員数
（人） 

SEG からの請求
額（GNF） 

支払金額
(GNF) 

(e) 水道水を使用しない/できない世帯 12.7 ― ― 
調査対象世帯全体  9.6 9,198 ― 

3. 水使用実態調査    
水使用実態調査では、各世帯が使用し
ている水源（水道水/井戸水/河川水）
とその使用方法について質問した。給
水形態ごとの利用水源の種類は右図に
示す通りである。 
 
水道水を利用する世帯については給水
日数/時間、水汲みが必要と思われる世
帯については水汲み労働の実態につい
て調査した。調査対象地域は年間を
通して降水量の差は著しいため、雨
季と乾季における水使用実態を調査した。この結果、80 世帯中 10 世帯が、雨季/乾季
の水使用方法が異なると回答し、これらの世帯から得られた情報をまとめると下図のよ
うになる。この結果から、雨季には井戸水、河川水と雨水、乾季には水道水、深井戸水
が積極的に利用されていることがいえる。 
 

 

乾季/雨季において使用する水源とその使用方法 
 
水道水を利用する世帯（戸別給水世帯/ヤードタップ利用世帯/共同水栓利用世帯）につ
いて、給水日数/時間を調査したところ以下に示す結果を得ることができた。ダム水源
の水量が確保される雨季ですら平均給水日数が約 4 日/週、平均給水時間は約 7 時間/
日の配水区が存在することがわかる。また、配水される地区とそうでない地区の給水日
数/時間に明らかな差があり、送配水システムのアンバランスを再整備する必要がある
ことがわかる。 
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水道水を利用する世帯の平均給水日数/時間 

 
水汲みが必要と思われる共同水栓利用世帯や水道水を利用しない/できない世帯の水汲
み労働の実態として、平均水汲み時間が約 83 分/日/世帯となり、平均水汲往復の回数
は 7.6 往復/日/世帯となった。聞き取りによると、水汲み労働をはじめ、洗濯等の家事
は女性や子供が行っているとのことである。本プロジェクトにより、水道水をより多く
の住民に提供し、女性や子供による水汲み労働を軽減できることを期待したい。 
 
各給水形態における水使用原単位を求めたところ、下図に示す結果となった。各給水形
態の水使用原単位は戸別給水世帯(50 �/人/日)、ヤードタップ利用世帯(35 �/人/日)、
共同水栓利用世帯(19 �/人/日)となっており、この順番が水道水へのアクセスが容易さ
の順番を示していると読み取れる。コナクリ市住民の1日1人あたりの使用水量は28 �/
人/日となることから、水需要原単位は概ね 30 �/人/日と考えられる。戸別給水、ヤー
ドタップ給水の普及や時間断水の低減により一人当りの水需要量が増加すると考えら
れるので、潜在的な水需要量は調査から求められた戸別給水世帯の水使用原単位と同程
度の 50 �/人/日であると想定
される。 
 
各給水形態において使用さ
れている水源は、下図に示す
通りである。今回の調査結果
からコナクリ市住民は水道
水を他の水源に比べて積極
的に飲用・調理用に使用して
いると判断でき、水道水に対
する信頼の現われといえる。 
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用途別使用水源（複数回答） 
注1) シャワー：平均 1.6 回/日 
注2) 洗濯：平均 1.8 回/週（今回の調査では洗濯機を利用している世帯はいない） 
注3) トイレ：下水に接続する世帯 14%、浄化槽設置世帯 22%、汲取便所使用世帯 64%。汲取は SPTD（Service 

Public de Transferr de dechets）が請け負っているとのことである。 
注4) 飲料：ミネラルウォーターを飲用していると答えたのは 1世帯 

4. 住民の意識調査    
最後に、住民の意識調査として、水道事業への満足
度・関心、水道水に対する信頼度、節水意識、水道
料金の支払い意思・能力に関する質問をした。 
 
住民の水道水への満足度（5 段階評価）は右図の通
りである。乾季における量的（水量/水圧）な評価
は、雨季と比較して明らかに低く、乾季の給水に対
して不満があると読み取れる。雨季/乾季での時間
給水があるにもかかわらず、給水に対する満足度が
高い感じがする。 
 
色度に関しては、雨季・乾季ともに低い評価となっ
ている。この理由としてグランドシュットダムの水
の色度がやや高く、通常の浄水処理では除去しきれ
ないことが挙げられる。水質検査の結果から、イエ
スル浄水場の処理水の色度は完全に除去しきれて
いないが、基準値を下回っており問題はない。将来
的に、住民の満足度を高めるために高度処理の導入
を検討することが考えられる。 
 
水道事業への関心を調査するために、SEEG と SONEG が 2001 年に合併され、SEG が設立
されたことを知っているかを質問した。この結果、回答数の中で、2割程度しかそのこ
とを知っている方がいなかったことを考慮すると、水道事業への関心は高いとはいえな
い。 
 
また、アンケートの結果から、住民の水道水に対する信頼度は高いとの結果を得ること
ができた。水を飲料する際に、沸騰、消毒剤の添加、およびフィルターの処理を行った
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＜補足説明＞
質問項目における “couleur”、
“turbidity”は本来“色度”、“濁度”と
訳すべきだが、調査員に確認したと
ころ、それれぞを“透明度”、“色度”
と解釈しているとのことである。こ
のため、集計の際はそのことを考慮
に入れた。 
水道水に対する住民の評価
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後に飲料する世帯は、80世帯中 1割の 8世帯である。このうち、6世帯は井戸水を飲料
水の水源としていることから、水道水を飲料水としている家庭の 95％以上が水道水を
未処理のまま飲んでいることが読み取れる。この結果は、同じ世帯の住民の中で水道水
が原因で体調を悪くした事があると回答したのは 2 回答（53 回答中）であったことか
らも頷ける。 
 
節水意識に関する質問を行ったところ、回答者の中で 15%が乾季にできるだけ水を使用
しないように心がけていると回答した。この値は高いものと言えず、啓蒙の必要性を感
じる。 
 
現在の水道料金は高いと感じるかについて質問したところ、回答者の 8割以上が高いと
回答した。また、水道料金に対する支払い意志額を調査したところ 4,028GNF/月との結
果を得ることができた。同様に、給水時間の増加、水質の向上等、給水サービスが向上
した場合の支払い意志額を質問したところ、6,293GNF/月の結果を得た。SEG の経営改
善とのバランスにより、可能な限り安価な水道料金を設定し、コナクリ市住民にとって
水道がさらに身近な存在となるよう期待したい。 
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添付資料-９ 導･送水管路水理解析結果 
 
導水管および送水管の現状の水理モデルを基に、本計画実施後に管路をそれぞれ 2条に
した場合の通水能力を検証した。水理解析の条件は以下の通りである。 
 
・ 流量計算式：Hazen Williams 公式 
・ 流速係数：C=130 
・ グランドシュットダム水位：＋239m 
・ 浄水場着水井地盤高：＋172m 
・ 浄水場浄水池水位：＋168m 
 
水理解析の結果、現状と計画実施後においてそれぞれ下表に示す通水能力を有する結果
となった。次頁以降に導水管および送水管のそれぞれ現状と計画実施後の水理解析結果
を示す。 
 

管路の通水能力 
 

 現 状 計画実施後 
導水管 1 050 L／秒 1 500 L／秒 
送水管 1 050 L／秒 1 500 L／秒 
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添付資料-10　収集資料リスト
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